
真砂会 会則 
第１条 本会は真砂会と称し本部を加藤学園高等学校内に置く。 

第２条 

本会の会員を下記の二種とする。 

正会員 

沼津淑徳女学院 沼津淑徳商業女学校 沼津女子商業学校 

沼津女子高等学校 沼津女子商業高等学校 沼津女子中学校 

加藤学園沼津女子高等学校・加藤学園高等学校の卒業生 

特別会員 

母校現職員またはかつて前項各校の職員であったもの。 

第３条 
本会は会員総合の親睦を厚くし、母校の教育事業を援助し、進んで社会の推進に

寄与することを目的とする。 

第４条 

本会は下記の各員を置く。 

1．名誉会長 1 名 1．顧  問（会長経験者）若干名  

1．会  長 1 名 1．副会長 2 名 1．幹  事 若干名 

第５条 

名誉会長には同行の校長を推戴する。 

会長、副会長は正会員中より選出する。 

幹事は各回の年次会員中から若干名を選出する。会計 2 名、監査 2 名は、幹事

の中より会長が委嘱する。 

第６条 
会長、副会長、幹事の任期は 2か年とし、当番幹事の任期は 3か年とする。 

但し再選を妨げない。 

第７条 役員は欠員を生じた場合の任期は残りの期間とする。 

第８条 
会長は会務を総理する。副会長は会長を補佐し、会長に事故があるときはその 

代理とする。 

第９条 
幹事は会務並びに本会の事業を計画しこれを行う。また各回幹事は、その回所属

会員の異動について、随時取りまとめて本部に通達するものとする。 

第１０条 
本会会員は、その住所、氏名に異動のあったときはその都度本部に通達するもの

とする。 

第１１条 

本会はその目的を達するために下記の事業を行うものとする。 

毎年 1回総会を開く。（原則として 5月） 

講習会、講演会、見学、旅行、会員名簿管理に関すること。 

其の他本会の目的を達するために有益と認めたこと。 

第１２条 会員は入会の際、入会金として別に定める金額を納めること。 

第１３条 
特別会員、正会員中、吉事又は凶事のあった時は、本会は相当の慶弔の意をあら

わすものとする。 

第１４条 本会は各地区毎に支部を設けることができる。 

第１５条 
本規則の変更は総会に於いて、出席者の 3 分の 2 以上の賛成を得ることを要  

する。 

 



真砂会の活動（2024 年度） 
月  日  内  容  

 

２０２４年  

 

４月  ８日 （月 ） 

５月 １０日 （金 ） 

５月 ２６日 （日 ） 

 

 

 

入学式（真砂会会長参列） 

加藤ふぢ先生ご命日  墓参  

真砂会総会  

 

 

 

 

 

 

５月 ２６日 （日 ） 

５月 ２９日 （水 ） 

６月  ２日 （水 ） 

熱海支部総会  

暁野祭  体育の部（真砂会会長観戦） 

暁野祭  文化の部（展示にて参加） 

 

 

 

 

 

 

 １２月１５日  頃  

 

２０２５年  

 

２月 ２７日 （木 ） 

同窓会新聞「まさご」発行準備開始  

 

 

 

同窓会入会式・同窓会新聞「まさご」第５８号発行  

 

 

 

 

 

３月  １日 （土 ） 卒業式（真砂会会長参列） 

 

   

   

   

 



 

加藤ふぢ先生 略年表 
１８８６年（明治１９年） ４月１日．沼津市下本町で桔梗屋旅館を営む、父：岩崎佐次平・母：ための四女として誕生する。 

１８９３年（明治２６年） ４月．沼津尋常小学校に入学する。 

１８９７年（明治３０年） ３月．沼津尋常小学校を卒業する。     ４月．沼津尋常高等小学校に入学する。 

１９０１年（明治３４年） 
３月．沼津尋常高等小学校を卒業する。４月．設立されたばかりの駿東高等女学校(今の静岡県立

沼津西高等学校)の３年に編入する。 

１９０３年（明治３６年） 駿東高等女学校第一回生として卒業する。 

     

  ふぢ先生の生家 桔梗屋旅館    父  岩崎 佐次平         母 ため        幼少期のふぢ先生           駿東高等女学校時代の同級生と一緒に        

１９０４年（明治３７年） 日本女子大学に入学する。 

１９０７年（明治４０年） 日本女子大学を卒業する。 

１９０９年（明治４２年） アメリカへ渡り、マサチューセッツ州ボストン市にて英語を研究する。 

１９１０年（明治４３年） ２月１日．親戚にあたる貿易商の加藤信次郎氏と結婚。 

ワシントン大学にて教育学を、シカゴ大学で家政学を修める。アメリカ生活は１６年間に及ぶ。 

１９２５年（大正１４年） 日本に帰国。学校設立の準備に心血を注ぐ。 

１９２６年（大正１５年） 
国際的視野に立った新しい時代に生きる近代的な日本女性の育成を目指し、沼津市真砂町に  

沼津淑徳女学院を設立する。最初の入学生は２５人・教職員７名でスタートした。 

１９２８年（昭和３年） 
沼津淑徳商業女学校を併設する。 

同年９月から１９３０年（昭和５年）３月まで日本女子大学講師を務める。 

             

アメリカ滞在時のふぢ先生     アメリカ在住時のふぢ先生と信次郎先生      沼津淑徳女学院第１回入学式（１９２６年）       沼津淑徳女学院時代のふぢ先生の洋裁授業 

加藤学園高等学校創立者 

加藤 ふぢ先生について 
1886年（明治19年）4月1日、加藤学園高等学校の創立者加藤ふぢ先生は沼

津に生まれました。向学心に燃える加藤ふぢ先生は、日本女子大学に学んだ

後、1909年（明治42年）アメリカへ渡りました。以来１６年にわたりワシントン大学・

シカゴ大学などで教育学・家政学などを研究し、1925年（大正14年）に帰国す

ると、沼津の地に新しい女子教育の場を創ろうと決意し、1926年（大正15年）、

沼津淑徳女学院を真砂町に開校しました。この沼津淑徳女学院が、現在の 

加藤学園高等学校の前身です。以来1972年（昭和47年）に８６歳で逝去する 

まで、およそ半世紀にわたり、加藤ふぢ先生はその一身を教育に捧げました。 



１９３０年（昭和５年） アメリカに残っていた加藤信次郎先生が帰国。本格的に学校経営に参画する。 

１９３３年（昭和８年） 静岡県方面委員（現在の民生委員）に就任、１９４６年（昭和２１年）まで務める。 

１９３４年（昭和９年） 校名を沼津女子商業学校と改称する。 

１９３６年（昭和１１年） 沼津市真砂町から沼津市米山町に学校を移転。その地に新校舎を建設する。 

１９４４年（昭和１９年） 財団法人「加藤学園」を設立。理事長に就任する。 

１９４５年（昭和２０年） 

７月１７日未明．アメリカの爆撃機１３０機が沼津に襲来し、９０７７発・１０３９トンに及ぶ焼夷弾を投下。 

この沼津大空襲により米山町の学校施設が全て焼失する。以後、学校復興のため献身努力する。 

９月１５日．校舎焼失という悲劇に見舞われたにもかかわらず、早くも２学期の授業を再開する。 

          

米山町新校舎の校長室にて（1936 年）    校庭での全校集会にて(1938 年)        生徒と勤労奉仕に励むふぢ先生（1944 年）          沼津大空襲の爪痕（１９４５年） 

１９４７年（昭和２２年） 沼津女子商業学校に新設中学校が併設される。 

１９４８年（昭和２３年） 

４月１日付で高校昇格の認可を得て、校名を沼津女子高等学校と改称する。 

本科（修業年限３年）に商業課程・普通課程・家庭課程の３科が置かれ、別科（修業年限１年、及び 

２年）に商業、家庭を併置する総合高校となる。 

１９５０年（昭和２５年） 学校法人「加藤学園」が認可され、理事長に就任する。 

１９５４年（昭和２９年） 校名を沼津女子商業高等学校と改称する。 

１９５７年（昭和３２年） 教育功労者として静岡県知事表彰を受彰する。 

１９５８年（昭和３３年） 藍綬褒章を受彰する。 

１９６３年（昭和３８年） ５月１１日．校主加藤信次郎先生逝去。 

１９６５年（昭和４０年） 勲四等瑞宝章を受彰する。 

１９６６年（昭和４１年） 校名を沼津女子高等学校と再称する。 

          

体育祭を観戦中のふぢ先生（1955 年）     藍綬褒章を受彰（1958 年）      沼津女子高等学校へ再称（1966 年）      講堂完成 新講堂での最初の卒業式（1966 年）  

１９６７年（昭和４２年） 附属幼稚園を設立。園長に就任する。 

１９７２年（昭和４７年） 

５月１０日．現役の校長のまま８６歳にて逝去。 

５月１６日．生前の功績により従五位を追贈される。 

５月２０日．学園葬を営む。葬儀後、沼津市千本の東方寺に埋骨。 

１９７７年（昭和５２年） 校名を加藤学園高等学校と改称し、現在に至る。 

       

幼稚園運動会に参加するふぢ先生（1967 年）       最後の就学旅行同行（1968 年）       最後の卒業式に臨むふぢ先生（1971 年）     ふぢ先生学園葬（1972 年）     

 

 


